
昭和大学・医学部・講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６２２

基盤研究(C)（一般）

2023～2019

酸化ストレスと知覚神経過伸長の関係-褥瘡圧迫モデルマウスによる神経解剖学的研究

Relationship between oxidative stress and sensory nerve hyperextension: a 
neuroanatomical study using a mouse model of bedsore compression

５０５０９９５８研究者番号：

井上　由理子（Inoue, Yuriko）

研究期間：

１９Ｋ１０８３５

年 月 日現在  ６   ６ ２６

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：褥瘡は、血流阻害や表皮の皮膚の物理的ストレスが酸化ストレスを高め、炎症や痒み
を引き起こすと考えられるが、今日の褥瘡用薬剤は保湿や抗炎症作用を目的としたものが多く、抗酸化作用に焦
点をあて特化した治療薬は現状ではない。褥瘡モデルマウスを作成して調査した。ビタミンC、ビタミンEの各吸
着コラーゲンスポンジは各2ml溶液中に一晩浸透させて吸着させて作成した。磁石装着翌日からビタミンC、ビタ
ミンEを含むコラーゲンスポンジを褥瘡部位に投与して経過をそれぞれ観察した。現在、例数を増やして褥瘡修
復の進行度に関する更なる解析を行っている。

研究成果の概要（英文）：Decubitus ulcers are thought to be caused by blood flow obstruction and 
physical stress on the epidermal skin, which increases oxidative stress and causes inflammation and 
itching. However, most of today's drugs for bedsores are aimed at moisturizing and anti-inflammatory
 effects, and there are currently no therapeutic agents focused on and specialized for antioxidant 
effects. We investigated this in a mouse model of bedsore. Vitamin C and vitamin E adsorbed collagen
 sponges were made by overnight infiltration in 2 ml of each solution. The collagen sponge 
containing vitamin C and vitamin E was administered to the bedsore site on the day after the magnet 
was attached, and the progress was observed. Further analysis of the progression of bedsore repair 
is currently underway with an increased number of cases.

研究分野：脳神経科学

キーワード： 褥瘡
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研究成果の学術的意義や社会的意義
褥瘡は、血流阻害や表皮の皮膚の物理的ストレスが酸化ストレスを高め、炎症や痒みを引き起こすと考えられる
が、今日の褥瘡用薬剤は保湿や抗炎症作用を目的としたものが多く、抗酸化作用に焦点をあて特化した治療薬は
現状ではない。褥瘡モデルマウスを作成して酸化ストレスが知覚神経細胞に与える影響を分子細胞、組織レベル
を調べた。その上で抗酸化作用が褥瘡治癒に対する有効性が見られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
褥瘡は寝たきりの高齢者のみに発症するものではなく、皮膚が弱くなっている元気な高齢者に
も褥瘡は発症する。さらに事故・災害による後遺症や下半身損傷を受けた車いす生活者も褥瘡
になりやすく、パラリンピックで活躍する車いすアスリートらも例外でない。褥瘡は、血流阻
害や表皮の皮膚の物理的ストレスが酸化ストレスを高め、炎症や痒みを引き起こすと考えられ
るが、今日の褥瘡用薬剤は保湿や抗炎症作用を目的としたものが多く、抗酸化作用に焦点をあ
て特化した治療薬は現状ではない。 
 
 
 
２．研究の目的 
現在褥瘡研究は 1)神経線維の過伸張の阻止（掻破阻止）による炎症誘発の阻止、2)抗酸化作用

による炎症阻止、3)保湿・コラーゲンによる皮膚組織の柔軟性の回復を焦点に行われている。

本研究は免疫細胞の一種であるランゲルハンス細胞と炎症によって放出される細胞外核酸に焦

点をあて、神経線維伸長への関連についても検討する独自性のあるかつ創造的な研究である。

本研究で得られる基礎的知見は将来的に褥瘡悪循環の阻止及び QOL の向上につながり、患者

及び看護において大変意義がある研究であると予想される。瘡は「寝たきり老人」のみならず

事故・災害による後遺症や脊髄損傷を受けた車いす生活者も発症しやすく、パラリンピックで

活躍する車いすアスリートらも例外ではなく褥瘡は多くの人々を悩ます社会問題である。さら

に私は医学部肉眼解剖教室講師として解剖実習を担当しており、毎年多くの御献体と接してい

る。御献体の多くは褥瘡を罹患されており、本来の病気以外に多くの精神的ストレス・QOL

の低下があったことを物語っている。私は神経組織解析を長年研究しているが、神経系と免疫

系との間には極めて密接な相互関係性があり、両者を統合する神経免疫学が形成されている。

神経免疫学の発展によって、ギランバレー症候群など難治性神経疾患の解明につながっている。

そのため私のこれまで蓄積した実験動物を用いた神経分野の組織解析技術及び研究成果と研究

分担者の細胞外核酸の研究知見と実験技術が褥瘡解析に発展できると考え、本研究の着想に至

った。 

褥瘡は自発的な体動が減少し寝たきり状態に陥った患者または車いす生活者が、体幹の隆起し

た箇所に寝具などからの圧迫を受け皮膚の壊死、潰瘍化に至る皮膚疾患である。昭和大学（精

神科・緩和ケア・高齢者精神科病棟）における入院患者褥瘡発生率は 2012 年度で 1.54%にの

ぼる 1)。これは専門的処置を受けた状態下の数値であるため、在宅の患者はさらに高率で褥瘡

を発症していると思われる。また車いすバスケットボール競技選手へのアンケート調査による

と約 4割の選手に褥瘡経験があることが分かっている。このため今日の高齢化およびディスア

ビリティとの共存社会において褥瘡治癒法の発展は急務の課題である。 

褥瘡モデルマウスを作成して酸化ストレスが知覚神経細胞に与える影響を分子細胞、組織レベ

ルを調べた。その上で抗酸化作用が褥瘡治癒に対する有効性を検討した。 
 
 
 
３．研究の方法 
使用動物は、ヌードマウスとは異なり免疫機能は正常な為、コンベンショナル動物施設でも飼
育が可能なヘアレスマウスである HR17 週齢の♂を用いた。本モデルマウスは磁石装着後 2日目
に部分的な壊死が見られ、5日目には炎症反応がみられた。マウスは 4群（自然治癒、直径 6mm
コラーゲンスポンジのみ、抗酸化作用のほか、細胞内に過酸化脂質が作られるのを抑える働き
があるビタミン E、過酸化脂質の生成を抑える働きを持っているビタミン C の吸着コラーゲン
スポンジ）に分けた。ビタミン C、ビタミン E の各吸着コラーゲンスポンジは各 2ml 溶液中に
一晩浸透させて吸着させて作成した。磁石装着翌日からビタミン C、ビタミン E を含むコラー



ゲンスポンジを褥瘡部位に投与して経過をそれぞれ観察を行った。 
 
 
 
 
４．研究成果 
13 日経過後、皮膚片を回収してマッソントリクローム（MT）染色を行い組織染色により傷の修
復具合を観察し、褥瘡作成後の傷の修復について対比を行った。マッソントリクローム（MT）
染色は膠原線維をアニリンブルーで青色に、核を鉄ヘマト キシリンで黒紫色に、細胞質を酸フ
クシンで赤色に染色する事ができる。現在、例数を増やして褥瘡修復の進行度に関する更なる
解析を行っている。 
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